　　　　　　　　　　　　　　　　　駐車場使用契約書

山田太郎（以下「甲」という。）と田中五郎（以下「乙」という。）の間において、下記のとおり駐車場の使用に関し契約を締結した。

第１条　甲は乙に対し、乙がその所有にかかる後記ナンバーの乗用車を、後記土地に駐車することを認める。

第２条　乙は甲に対し、月額使用料として、金＊＊円を支払うものとし、当月分を前月＊＊日まで甲の銀行口座に振込んで支払う。

第３条　甲は下記の事項につき、乙に対し何らの責を負わない。

（１）駐車中の盗難、損傷、滅失

（２）乙の駐車すべき場所における不法占拠、又はこれに至る経路の不当駐車による乙の駐車不能

二　甲は駐車すべき場所に他の者が駐車し乙の使用を妨げている場合には、乙と協力してこれを排除することに努力する。

第４条　乙は駐車場使用にあたり次の事項を遵守しなければならない。

（１）駐車場使用に際して騒音を抑制すること

（２）排気ガスを放散しないこと

（３）煙草の吸殻等、物の廃棄をしないこと

（４）隣地に向かって排気しないこと

（５）他の車の駐車位置を侵さないこと

第５条　乙につき、下記の事由が一つでも生じたときは、甲は催告をせずに直ちに本契約を解除し、乙に対し駐車場の使用を指し止めることができる。

（１）駐車場使用料金につき１ヶ月分たりとも支払を滞ったとき

（２）手形又は小切手を不渡りにしたとき

（３）他の自動車を駐車させたとき

（４）その他本契約違反のあったとき

第６条　乙の使用期間は、平成＊＊年＊＊月＊＊日から平成＊＊年＊＊月＊＊日までの１年間とし、上記期間満了の際は、期間満了前に新たに駐車場使用料金を定め、本契約と同一の書式によって期間を延長するものとする。

二　前項後段にしたがって書面による合意が成立しない限り、乙の本契約上の権利は、前項の期間満了と同時に消滅する。

第７条　本契約の期間満了後若しくは本契約解除の後においても、乙が駐車場の使用を止めないときは、乙は甲に対し、本契約に規定する使用料金の倍額に相当する金額を損害金として支払う。

上記のとおり本契約が成立したので本証書２通を作成し、甲乙各１通を保有する。

平成＊＊年＊＊月＊＊日

　　　　　　　　　　　　　　　　　貸主（甲）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田太郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　借主（乙）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中五郎　印

（駐車すべき車の表示）

小型四輪乗用車１台　番号＊＊＊＊＊＊＊＊

(駐車場所）

東京都＊＊＊＊＊＊＊＊所在駐車場のうち＊＊番
